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での実践を進めるための礎としての意義を持つ研究
と考えられる。ところで、24年度に本学より研究助
成を受けて研究を継続しているフェアスタート・プ
ログラムについては、25年6月に北野生涯教育研究助
成に応募し採用となり、26年6月の日本語版プログラ
ム翻訳完成と公開に向けて着実に準備を進めている
ところである。実施準備を先行させてきたフェアス
タート・プログラムを補う意味でも、今後さらに別
の外部助成金を活用してフォスタリングチェンジ・
プログラムの国内での実施を検討している。 
当初想定した研究期間内の達成課題であったプロ
グラムの詳細な内容、信頼性を文献や英国での現地
調査を通して確認し、また、今後の展開のために様々
な機会を利用して本プログラムについて関係者へも
周知することができた。一方で、26年3月に渡英し
ファシリテーター用コースに参加し、さらに本プロ
グラム開発責任者のロンドン大学キングスカレッジ
精神医学研究所のスティーヴン・スコット教授や実
際にプログラムを実施運用しているフォスタリング
チェンジ・チームのソーシャルワーカーとの話し合
いを通して、日本での本プログラム実施にあたって
はいくつかの課題があることも明らかになった。外
部助成金に応募しての本プログラム実施とその効果
測定研究に向けて確実な準備をするために、26年度
も引き続き長野大学研究助成金(準備研究)への応募
を考えている。 
前年度研究報告書でも述べたとおり、最終的には
施設養護と家庭養護、両方の取り組みを提示しなが
ら、子どもの置かれた状況に応じて、子どもにとっ
て最善の利益が得られるような対応や支援を確立さ
せるべく実践を展開していきたい。 
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